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膵液中に存在する補体関連蛋白の意義とその膵疾患
診断への臨床応用に関する研究
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は非常に困難だが、これまでの結果百胡革導管細胞に補体成分の m悶 A を艦忍して
いる。さらに、慢l胡幸炎などの組織と正常組織の雌交では、慢|割雫約局最におして補
体成分 m即仙の発現が増強している傾向を得ている。牌液中の補体成分の病変との
関連についても検討中だカ大樹蝉炎患者では牌液中の補体駒子の量が高し、傾向があ
るものの、明らかな有意差を得るまでには至っていない。今後、さらに症例を重ねて、
検討する余士断滅されている。
